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　もともとは学生時代からスキーやテニスを
していて、スキーではSAJ指導員として、テニ
スではインストラクターとして子どもたちに指
導をしていました。主人がサッカーをしてい
たので、息子たちもサッカーをするようにな
り、我が家はサッカー中心の生活。長い間家
族の応援をしてきました。自分自身は友人の
誘いで数年間だけ初心者のフットサルリーグ
に参加。息子たちが小学生のころにサッカー
４級審判を取得、フットサル�級と公式記録
員も取得しました。選手としてはベンチ要員
でしたし、審判としても実働はほとんどあり
ませんが、この経験が、今のシニア連盟での
業務に少しは活きているのかなと思います。
　北海道シニアサッカー連盟は、北海道にお
けるシニアサッカーチームを統括する団体
で、生涯スポーツとしてのシニアサッカーの
普及振興を目的として活動しています。��歳
以上・��歳以上・��歳以上・��歳以上（��

歳以上含む）の��歳単位のカテゴリーに分か
れ、各カテゴリーの全国大会予選や、サッカー
を楽しみ親睦を深めることが目的の全道大
会の企画・運営など、サッカーとフットサルで
競技志向ごとのリーグや大会を行っていま
す。そして今後は女子のシニア年代の活動の
場も広げていきたいと考えています。リーグ
や大会は自主運営を基本としているので、選
手自らが役員となり、各種大会やリーグ戦の
企画・運営や審判などを兼務しています。そ
のため、選手目線でお互いを尊重しあいなが
ら良い雰囲気で活動をしています。
　現在、私は、事務局長として、連盟の会計
業務と主管する大会の運営業務を行っていま
す。主人と同じチームの友人が連盟の役員を
していらして、声を掛けて頂いたことがきっ
かけとなりました。経理の経験も無く家計簿
すら付けていない私が会計業務を任されて、
最初はとても戸惑いましたが、皆さんに助け
て頂きながら取組んでいます。

　少子高齢化の中、シニアのサッカー人口は、
右肩上がりに増えています。年齢別人口によ
るものでもありますが、サッカーを生涯楽し
もうとする貪欲な姿勢とパワーにあふれる現
役選手たちが、自分たちに今できることを考
え、熱く議論を繰り返して、最大限にサッカー

経理経験ゼロから連盟の会計担当に

を楽しめる環境を自ら作り出している結果だ
と思います。シニア人口が増えている中でも、
普及に向けた取り組みにも積極的ですし、全
国大会で勝っていくための努力も惜しんでい
ません。和気あいあいとした雰囲気もありな
がらも、そういった姿を知っているからこそ、
自分の業務にも自然と熱が入ります。女性の
役員が少ないので、事業のなかでなにか女性
だからこそ気付ける事があればお役にたてる
かなぁと思ってはいるのですが、逆に助けら
れていることが多いと感じることがしばしば
です。年齢を重ねてもまるで少年のように楽
しそうにサッカーをしている皆さんの姿を見
て応援出来るのをとても楽しく感じています。
ここで活動することでとてもたくさんの方と
お知り合いになれましたし、その中には生涯
の友人となった方もいます。この組織の居心
地が良いので、今後も末永く仲間でいさせて
欲しいと思ってます。
　年々シニア年代のチームは増加しているの
で、更に大きな組織なると思いますが、チー
ムが増えれば増えるほど大会数・試合数も増
え、課題も増え、自身の業務量も増えていき
ます。それでも周りにいる皆さんとの関わり
が、私の気持ちをリフレッシュさせてくれます
し、気持ちを若々しくさせて貰っており、大き
な原動力になっています。そして、やはり、
支えになっているのは身近にいる主人の存在
でしょうか。現在も主人はシニアの現役選手
で、息子達も指導者・プレイヤーとしてサッ
カーに関わっているので、私も関わり続けた
いという気持ちになります。私自身で果たし
たいという大きな野望はありませんが、今後
は女子のシニア年代の活動の場も広げていき
たいと考えていますし、皆さんがサッカーを
生涯楽しめるよう、サッカーやフットサルが
出来る環境・場所を増やすため、できること
をやっていきたいです。

伊東美智子さんは、きめ細やかな大会運営の手腕や正確な会計事務とともに、
その明るいお人柄で、

競技人口が年々増え続ける北海道シニアサッカー界を支えています。

北海道シニアサッカー連盟　副理事長・事務局

伊東 美智子
MICHIKO ITO

MESSAGE 12

家族に支えられ、成長しつづける
シニアサッカーを支える
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　中高とバスケットボール部に所属していま
したが、高校の球技大会でのサッカーの楽
しさを忘れられず、サッカーをできる環境を
探して、札幌地区サッカー協会に電話で問い
合わせました。�� 年代当時には女子チーム
はなく、友人の会社の取引先に社会人で活動
されている方がおり、社会人一部リーグの美
香保フットボールクラブを紹介してもらいまし
た。当時の監督だった横山裕則さんには、サッ
カー初心者で、しかも女性である私を受け入
れてくださったことを今でも感謝しています。
入団して � 年目の ���� 年、横山さんは「女
子チームがないならチームで全面バックアッ
プするから自分で作ったら」と、美香保リー
ボンズの立ち上げを後押ししてくださいまし
た。山崎勇さんが初代監督を買って出てくだ
さり、ご自身の練習時間を割いて、ただのサッ
カー好き女子集団全員をサッカー選手に育
ててくださいました。リーボンズの初代メン

バーには、北海道フットサル連盟副会長の茎
津都さんもいました。全国大会では、WEリー
グの初代チェアである岡島さんや高倉さん

（前なでしこジャパン監督）を擁する FC ジン
ナンに大敗し、レベルの違いをまざまざと見
せつけられましたが、貴重な経験となりまし
た。その後、山崎監督は、小学生から女子
選手を育てなければと、自らリーボンズ Jr.

（後のノーススター少年団）を結成されまし
た。今でも尊敬する指導者です。
　美香保フットボールクラブ、美香保リーボ
ンズの素敵な仲間と出会えたことが生涯の宝
物です。夫との出会いにもつながりました。
現役時代から、美香保中で指導をしたり、
サロンフットボールの普及活動をしていまし
た。また、帯広光南、函館、札幌しらかば
台の各少年団での指導やフットサル道女子
リーグの運営にも関わっていました。息子も
物心ついたときから社会人の現在でもサッ
カー・フットサルに関わっていて、家族はサッ
カー中心に生活しています。

　ただ、出産に伴ってリーボンズを退部し、
チームに関わることができなくなったことは
心残りでした。そのような中、茎津さんから、
鷲津さん ( 現北海道協会副会長 ) を紹介いた
だきました。大会運営のお手伝いの打診をい

ただきましたが、当時、土日祝日に勤務しな
ければならず、いったんはお断りをしました。
その後、平日のみの仕事に転職をしたため、
改めてお引き受けすることにし、���� 年か
ら現在まで、女子委員として活動しています。
夫も息子たちも、私の活動を心から応援して
くれています。皇后杯北海道女子サッカー選
手権が函館で開催された ���� 年、当時函
館に在住の私に茎津さん経由で声がかかり、
鷲津さんと同じチームでプレーをしたご縁は
ありましたが、�� 年以上経過してご一緒させ
ていただくとは思ってもいませんでした。
　女子委員会では普及を担当し、とくにガー
ルズサッカースクールに力を注ぎました。若
い指導者の皆さんとスクール運営をさせてい
ただく中で、女の子たちの成長を見守りまし
た。スクールに来ていた女の子たちがクラブ
チームや高校、大学のチームで活躍している
姿を見るととても嬉しくなります。運営に携
わっている北海道女子サッカーリーグに参戦
する強豪チームの中にも、スクール出身選手
が何人も活躍しています。
　また、大人の女性の普及活動の一環として、
� 人制の北海道レディースエイトリーグ事業
を鷲津さんとともに ���� 年から育てていき
ました。JFA 登録に関わらず参加を募るフェ
スティバルであり、全道各地から �� 代から
�� 代までが参加しています。初心者でも参
加しやすい大会であり、また、いったんサッ
カーを離れた女性がもう一度サッカーを楽し
むきっかけにもなっています。北海道シニア
サッカー連盟や北海道フットサル連盟の皆さ
んにご協力をいただきながら、大会運営にあ
たっていますが、���� 年は �� チームに参加
数が増え、全力でサッカーを楽しんでいる皆
さんの笑顔は私の活力です。これからも、
誰もがサッカーを楽しめる環境作りのお手伝
いを少しでもできればと思っています。

（公財）北海道サッカー協会 女子委員

北海道サッカー黎明期の強豪チーム・美香保リーボンズ設立の
功労者である佐藤美幸さん。

現役引退後は、札幌のスクール事業やエイトリーグ運営に一から携わり、
優しい笑顔で、北海道の女子サッカー普及の礎をつくってくださっています。

P A S S  T O  T H E  F U T U R E

男性チームに飛び込み、
やがて女子チームを創設
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佐藤 美幸
MIYUKI SATO

MESSAGE 11

出産を機にサッカーから離れるも、
女子委員として普及活動に

第5回全日本女子サッカー選手権大会パンフレットより抜粋
昭和59年3月
国立競技場,西が丘サッカー場,（財）三菱養和会巣鴨スポーツセンタ－
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　もともとは学生時代からスキーやテニスを
していて、スキーではSAJ指導員として、テニ
スではインストラクターとして子どもたちに指
導をしていました。主人がサッカーをしてい
たので、息子たちもサッカーをするようにな
り、我が家はサッカー中心の生活。長い間家
族の応援をしてきました。自分自身は友人の
誘いで数年間だけ初心者のフットサルリーグ
に参加。息子たちが小学生のころにサッカー
４級審判を取得、フットサル�級と公式記録
員も取得しました。選手としてはベンチ要員
でしたし、審判としても実働はほとんどあり
ませんが、この経験が、今のシニア連盟での
業務に少しは活きているのかなと思います。
　北海道シニアサッカー連盟は、北海道にお
けるシニアサッカーチームを統括する団体
で、生涯スポーツとしてのシニアサッカーの
普及振興を目的として活動しています。��歳
以上・��歳以上・��歳以上・��歳以上（��

歳以上含む）の��歳単位のカテゴリーに分か
れ、各カテゴリーの全国大会予選や、サッカー
を楽しみ親睦を深めることが目的の全道大
会の企画・運営など、サッカーとフットサルで
競技志向ごとのリーグや大会を行っていま
す。そして今後は女子のシニア年代の活動の
場も広げていきたいと考えています。リーグ
や大会は自主運営を基本としているので、選
手自らが役員となり、各種大会やリーグ戦の
企画・運営や審判などを兼務しています。そ
のため、選手目線でお互いを尊重しあいなが
ら良い雰囲気で活動をしています。
　現在、私は、事務局長として、連盟の会計
業務と主管する大会の運営業務を行っていま
す。主人と同じチームの友人が連盟の役員を
していらして、声を掛けて頂いたことがきっ
かけとなりました。経理の経験も無く家計簿
すら付けていない私が会計業務を任されて、
最初はとても戸惑いましたが、皆さんに助け
て頂きながら取組んでいます。

　少子高齢化の中、シニアのサッカー人口は、
右肩上がりに増えています。年齢別人口によ
るものでもありますが、サッカーを生涯楽し
もうとする貪欲な姿勢とパワーにあふれる現
役選手たちが、自分たちに今できることを考
え、熱く議論を繰り返して、最大限にサッカー

経理経験ゼロから連盟の会計担当に

を楽しめる環境を自ら作り出している結果だ
と思います。シニア人口が増えている中でも、
普及に向けた取り組みにも積極的ですし、全
国大会で勝っていくための努力も惜しんでい
ません。和気あいあいとした雰囲気もありな
がらも、そういった姿を知っているからこそ、
自分の業務にも自然と熱が入ります。女性の
役員が少ないので、事業のなかでなにか女性
だからこそ気付ける事があればお役にたてる
かなぁと思ってはいるのですが、逆に助けら
れていることが多いと感じることがしばしば
です。年齢を重ねてもまるで少年のように楽
しそうにサッカーをしている皆さんの姿を見
て応援出来るのをとても楽しく感じています。
ここで活動することでとてもたくさんの方と
お知り合いになれましたし、その中には生涯
の友人となった方もいます。この組織の居心
地が良いので、今後も末永く仲間でいさせて
欲しいと思ってます。
　年々シニア年代のチームは増加しているの
で、更に大きな組織なると思いますが、チー
ムが増えれば増えるほど大会数・試合数も増
え、課題も増え、自身の業務量も増えていき
ます。それでも周りにいる皆さんとの関わり
が、私の気持ちをリフレッシュさせてくれます
し、気持ちを若々しくさせて貰っており、大き
な原動力になっています。そして、やはり、
支えになっているのは身近にいる主人の存在
でしょうか。現在も主人はシニアの現役選手
で、息子達も指導者・プレイヤーとしてサッ
カーに関わっているので、私も関わり続けた
いという気持ちになります。私自身で果たし
たいという大きな野望はありませんが、今後
は女子のシニア年代の活動の場も広げていき
たいと考えていますし、皆さんがサッカーを
生涯楽しめるよう、サッカーやフットサルが
出来る環境・場所を増やすため、できること
をやっていきたいです。

伊東美智子さんは、きめ細やかな大会運営の手腕や正確な会計事務とともに、
その明るいお人柄で、

競技人口が年々増え続ける北海道シニアサッカー界を支えています。

北海道シニアサッカー連盟　副理事長・事務局

伊東 美智子
MICHIKO ITO

MESSAGE 12

家族に支えられ、成長しつづける
シニアサッカーを支える
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　もともとの専門競技は小学生の頃から続け
ているソフトテニスで、学生時代は全国中体
連、インターハイ、インカレなど各カテゴリー
で全国大会に北海道代表として出場経験が
あります。私の人生の中で、部活動における
経験はものすごく大きく、部活動から多くを
学びました。保健体育の先生を目指したのも、
中学の頃のソフトテニスの顧問だった体育の
先生がきっかけです。中学や高校スポーツに
対する思いが強く、北照高等学校に大学新卒
で保健体育科に採用していただいたとき、ス
ポーツコースで唯一の女子部である女子サッ
カー部に携わりたいと、学校と監督にお願い
しました。
　北照高等学校女子サッカー部は����年に
発足し、監督の立野先生と初心者のたった一
人の部員から始まり、創部��年を数えます。
この��年間のうち��人でプレーできた年は少
なく、少ない人数だからこそ指導者と選手の

信頼関係を厚く築くことができました。特に
立野監督の熱い指導が選手たちの心を掴み、
人数が少なくても最後まで諦めずに頑張って
くれた選手たちのおかげで現在のチームへと
繋がっています。監督、私の�名体制ですが、
日頃から沢山の方々が本校女子サッカー部を
応援して下さり、ご厚意で足を運んでくださ
る外部指導コーチもいらっしゃいます。
　最初は遠征時等の女子選手のお手伝いか
らはじめ、サッカーは保健体育科の教員を目
指して勉強した程度しか知識の無かった私で
したが、周りの方々に支えていただき、公認C
級コーチ、３級審判員、ライフキネティック
チームトレーナーと資格取得の機会をいただ
きました。審判や指導者資格取得を通じて
出会った方々のおかげで、日常のトレーニン
グから実践して学ぶことができたため、自分
なりにサッカーへの関わり方を見つけ出すこ
ともできました。今では、ウォーミングアップ
やフィジカルトレーニング等のボールトレー
ニング以外の部分を任せてもらっています。
　選手に接するときには、日常から遠征等も
含めて、女性同士だからできる選手との関わ
りを一番に心がけています。別の競技だった
からこそ見えた新しい発見があり、自分の価
値観や視点を変えた考え方ができるように
なったことも強みとして指導に活かしたいと
考えています。挨拶、言葉遣い、礼儀作法、
気配りや思いやりの心など、サッカーを通じ

部活動のすばらしさを伝えるために
保健体育教員に

てサッカーを取っても魅力的な人を目指した
指導を目指しています。プレイヤーとしてス
ポーツに全力を注げる期間はあっという間に
過ぎます。周りにはいろんな楽しいことがあ
りますが、今しか出来ないこと、目指せない
事を大切に過ごしてほしいと願っています。

　今や、北照高等学校女子サッカー部という
チーム自体が私の原動力です。監督、コーチ、
卒業生や保護者も含め、チームが苦しい時は
一緒に戦い、イベントは全力で楽しみ、私も
一緒に仲間に入れて支え合ってくれた選手が
いたからここまで続けることができました。
そして、サッカーを何も知らない私が色々な
ことに挑戦したいと思えるよう環境を作って
くださっている北海道の女子サッカー界の皆
さまを尊敬し心から感謝をしています。今ま
で関わることがなかった女子サッカーを通じ
て、新しく出会えた方々がいることは、私を成
長させてくれています。
　いつか、サッカーの競技経験ないの?!と驚
かれるくらい、指導もできて、審判もできて、
ボールも蹴れて、体育の先生としても女子サッ
カーのコーチとしてもストイックな姿を見せ
て、将来もずっとサッカーを続けていたいと
思う選手が一人でも増えてくれる、そういった
存在になりたいです。そして、北海道優勝、
全国大会出場にふさわしいチームへとレベル
アップしていけるように、選手や監督の手助
けができるよう努力したいです。北照でサッ
カーがしたいと思って来てくれた選手を全力
で可愛がり、サポート役として日本一を目指
したいです。

競技経験がないとは思えないほど、
指導者としても審判としても大車輪で活動されている黒瀬さん。

今や北照高等学校の顧問としてだけではなく、小樽地区、U-��リーグ運営に
欠くことのできない存在です。

北照高等学校女子サッカー部 顧問

黒瀬 育美
IKUMI KUROSE

MESSAGE 16

チーム自体が原動力になり、
成長させてくれる
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　キャプテン翼の影響でサッカーに興味を持
ち、社宅の子どもたちとボールを蹴り始めて
いましたが、女の子がサッカーチームに入る
ことが難しいころだったので、小学生のころ
は剣道を習い、中学ではバスケットボール部
に所属していました。バスケ部の顧問の先生
に一生懸命取り組めば、自分も変わるし、周
りの見る目も変わってくると言われたことは
今でも大切にしていて、現在の指導や仕事の
中に活きています。

　サッカーへの関心は、高校になってからも
消えず、� 年生のときに担任の先生に札幌リ
ンダを紹介してもらい、女子サッカーチーム
で活動ができるようになりました。
　札幌のサッカーは、札幌大学の柴田先生
の指導のもとでサロンフットボールを基盤に
発展し、西岡女子クラブ、エイトピース、は
ばたけが発足。札幌リンダは、はばたけで
活動していた故安田和子さんによって立ち上
げられました。当時の監督は、故中村寿哉さ
んです。���� 年に全道優勝し、全国大会に
出場した初戦で九州代表 �-� で逆転勝利し
ました。これが全日本女子大会での北海道
代表としての初勝利でした。その後、ほくで
んスポーツフィールズとの合同チームを経て、
���� 年からクラブフィールズ・リンダと名前
を改め、���� 年には、全日本 U-�� 女子サッ
カー選手権で � 位入賞を果たしています。現
在も、北海道内のトップリーグである北海道
女子サッカーリーグ（皇后杯予選）に参戦し
ながらも、U-��、U-�� のリーグ戦にも参加

し、U-��（中学生）年代の受け皿として早く
からその役割を果たしています。熊谷紗希選
手もかつてリンダに所属していました。多く
の人に支えられてきた歴史のあるチームを誇
りに思っています。
　私自身、長らくリンダの選手として活動す
る中で、指導にも関心を持ちはじめ、現役の
頃から指導者の道に進みたいとチームスタッ
フに伝えており、引退後、コーチに就任しま
した。自分がこのチームの出身選手であるた
め、選手のために貢献したいと思う気持ちは
強いと思います。コーチとしての指導が主で
すが、男性スタッフには話せないような、何
でも話せるような選手に近い存在でいられる
ように心がけています。練習や試合での勝ち
負けを経験しながら、選手が日々、人として
もサッカー選手としても成長していく姿を見
てけることがやりがいとなっています。

　選手のときも指導者としても、たくさんの
仲間ができ、はげましお互いを高めあえるこ
とで、今でもサッカーやフットサルを楽しむ
ことができています。もちろん、辛い経験も
ありましたし、辞めたいと思ったこともあり
ます。それでも仲間に支えてもらい、アドバ
イスをいただく中で、角度を変えたものの見

選手には、様々な経験を
強さや優しさに変えていってほしい

歴史あるクラブの選手から指導者へ

方に気づかせてもらえ、自分自身が辛さと真
正面から向き合い、克服していくことができ
ました。両親や仲間たち、友人、そして選手
たちが私の支えになっていると感じます。
　指導者は専任ではなく、普段は、整形外
科手術室の看護助手として勤務しています。
手術が円滑に進むよう、事前準備が必要で
すし、先生、看護師、患者様が困っていな
いか、常に目くばり・気くばり・心くばりの
連続です。まわりの状況をよくみることは指
導者にもつながるところもあり、この経験が
活かされていると感じます。職場の皆さんも、
サッカーに関わることを前向きにとらえてく
ださっており、ときに支えてくださっています。
　北海道は冬が長く屋外でサッカーができる
期間が短いことや広域性への課題もあり、本
州と比較して環境要因で後れをとることがあ
りますが、北海道全体で知恵をしぼり、ベス
トのやり方を考えて、普及・強化とも向上し
ていければと思います。私も、リンダの一員
として、自分にできることを精いっぱいやっ
ていきたいと思っています。少しずつ歴史が
積みあがってきているクラブですので、卒団
性が様々な分野で活躍をしており、今後何か
しらのネットワークができて、チームに活か
せたらと思っています。卒団性たちが指導者
やスタッフとして活動できるようなサポートも
していきたいです。
　選手は、良いことも悪いことも経験してい
くと思いますが、その経験が自分を作り上げ
ていくし、強さや優しさになっていくと思い
ます。自分を大切にしながら、様々な経験を
していってほしいと願っています。私自身、
年齢や体力的に厳しくはなってきているので
すが、サッカーもフットサルも日々変化し、
進歩していっているので、本を読んだり、講
習会に参加して指導者としてレベルアップし、
選手に還元したいと思います。

長く北海道の女子サッカー界を牽引し続けているクラブフィールズ・リンダ。
選手から指導者へと立場をかえながらもリンダ一筋の布川さん。

選手たちがサッカーを通じて得られる経験を強さや優しさに変えられるよう、
温かく見守っていらっしゃいます。

クラブフィールズ・リンダ コーチ
新札幌整形外科病院 手術室看護助手

布川 久実KUMI NUNOK AWA
MESSAGE 15
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　もともとの専門競技は小学生の頃から続け
ているソフトテニスで、学生時代は全国中体
連、インターハイ、インカレなど各カテゴリー
で全国大会に北海道代表として出場経験が
あります。私の人生の中で、部活動における
経験はものすごく大きく、部活動から多くを
学びました。保健体育の先生を目指したのも、
中学の頃のソフトテニスの顧問だった体育の
先生がきっかけです。中学や高校スポーツに
対する思いが強く、北照高等学校に大学新卒
で保健体育科に採用していただいたとき、ス
ポーツコースで唯一の女子部である女子サッ
カー部に携わりたいと、学校と監督にお願い
しました。
　北照高等学校女子サッカー部は����年に
発足し、監督の立野先生と初心者のたった一
人の部員から始まり、創部��年を数えます。
この��年間のうち��人でプレーできた年は少
なく、少ない人数だからこそ指導者と選手の

信頼関係を厚く築くことができました。特に
立野監督の熱い指導が選手たちの心を掴み、
人数が少なくても最後まで諦めずに頑張って
くれた選手たちのおかげで現在のチームへと
繋がっています。監督、私の�名体制ですが、
日頃から沢山の方々が本校女子サッカー部を
応援して下さり、ご厚意で足を運んでくださ
る外部指導コーチもいらっしゃいます。
　最初は遠征時等の女子選手のお手伝いか
らはじめ、サッカーは保健体育科の教員を目
指して勉強した程度しか知識の無かった私で
したが、周りの方々に支えていただき、公認C
級コーチ、３級審判員、ライフキネティック
チームトレーナーと資格取得の機会をいただ
きました。審判や指導者資格取得を通じて
出会った方々のおかげで、日常のトレーニン
グから実践して学ぶことができたため、自分
なりにサッカーへの関わり方を見つけ出すこ
ともできました。今では、ウォーミングアップ
やフィジカルトレーニング等のボールトレー
ニング以外の部分を任せてもらっています。
　選手に接するときには、日常から遠征等も
含めて、女性同士だからできる選手との関わ
りを一番に心がけています。別の競技だった
からこそ見えた新しい発見があり、自分の価
値観や視点を変えた考え方ができるように
なったことも強みとして指導に活かしたいと
考えています。挨拶、言葉遣い、礼儀作法、
気配りや思いやりの心など、サッカーを通じ

部活動のすばらしさを伝えるために
保健体育教員に

てサッカーを取っても魅力的な人を目指した
指導を目指しています。プレイヤーとしてス
ポーツに全力を注げる期間はあっという間に
過ぎます。周りにはいろんな楽しいことがあ
りますが、今しか出来ないこと、目指せない
事を大切に過ごしてほしいと願っています。

　今や、北照高等学校女子サッカー部という
チーム自体が私の原動力です。監督、コーチ、
卒業生や保護者も含め、チームが苦しい時は
一緒に戦い、イベントは全力で楽しみ、私も
一緒に仲間に入れて支え合ってくれた選手が
いたからここまで続けることができました。
そして、サッカーを何も知らない私が色々な
ことに挑戦したいと思えるよう環境を作って
くださっている北海道の女子サッカー界の皆
さまを尊敬し心から感謝をしています。今ま
で関わることがなかった女子サッカーを通じ
て、新しく出会えた方々がいることは、私を成
長させてくれています。
　いつか、サッカーの競技経験ないの?!と驚
かれるくらい、指導もできて、審判もできて、
ボールも蹴れて、体育の先生としても女子サッ
カーのコーチとしてもストイックな姿を見せ
て、将来もずっとサッカーを続けていたいと
思う選手が一人でも増えてくれる、そういった
存在になりたいです。そして、北海道優勝、
全国大会出場にふさわしいチームへとレベル
アップしていけるように、選手や監督の手助
けができるよう努力したいです。北照でサッ
カーがしたいと思って来てくれた選手を全力
で可愛がり、サポート役として日本一を目指
したいです。

競技経験がないとは思えないほど、
指導者としても審判としても大車輪で活動されている黒瀬さん。

今や北照高等学校の顧問としてだけではなく、小樽地区、U-��リーグ運営に
欠くことのできない存在です。

北照高等学校女子サッカー部 顧問

黒瀬 育美
IKUMI KUROSE

MESSAGE 16

チーム自体が原動力になり、
成長させてくれる
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道東ブロックの取り組み

　道東ブロックは、十勝・オホーツク・根
室・釧路の４地区協会で構成され、管轄す
る面積としては北海道の約４割を占める広
大な地域です。当ブロック下では、U-15
女子カテゴリーでは４チーム（十勝２、オ
ホーツク・根室合同１、釧路１）、U-18女
子カテゴリーでは３チーム（全て十勝）が、
北海道サッカー協会主催大会に参加して
います。十勝地区では女子サッカーリー
グが開催されており、また各地区には社会
人を対象としたチーム（カテゴリー）もあ
り、サッカー・フットサルが盛んな地域の
一つと言えます。
　４地区全てにおいて、毎年JFAレディー
ス・ガールズサッカーフェスティバルが実
施されていることから、コロナ禍前は開催
期日を意図的にずらして相互に参加し合っ

ていました。現在、U-15・U-18の道リーグ
がスタートしていることから日程が過密で
スケジュール調整が難しい状況ですが、今
後も４地区が連携して多様な試合環境を
整えていく必要性を強く感じています。
　私は普及コーディネーターとして道東を
担当していますが、各地区で行われている
様々な取組を道東４地区で共有する橋渡
しくらいしかできていません。一方で、数
年前に設立された『道東圏サッカー協会』
では役員の皆さんが女子サッカーに非常
に関心が高く、普及コーディネーターの存
在も早い段階で認知していただいておりま
す。多くの可能性を感じており、各地区女
子委員長と協議して具体的な取組や改善
に繋げていきたいところです。当面の課題
は、女子サッカー未経験者が年齢を問わ
ず気軽に参加でき、継続していけるような
取組を行っていくことだと考えています。

　今年度初めて道東圏サッカー協会の女子
事業として「道東レディース・ガールズフッ
トサルフェスティバル2023inオホーツク」を
１１月２３日（木・祝）に北海道立北見体育
センターにて開催しました。数年前のジョ
イントミーティングで話題にあがった『道東
の女子サッカー選手が一堂に会する場を創
出したい。』という思いが、オホーツク地区
協会女子委員長の藤森さんを中心にした多
くの皆さんのご尽力により実現しました。
残念ながら、インフルエンザ等の流行によ

りガールズの部は急遽中止になりましたが、
レディースの部では４地区から複数チーム
を編成して参加し、総計８チームで熱戦を
繰り広げました。次年度以降も、継続予定
です。

道南ブロックの取り組み

　道 南ブロックには、渡島、檜山、胆 振、
日高管内の３６の市町村の中に高校とクラ
ブチーム合わせて7チームしかありません。
そのため色々なチームとの対戦の機会が
少ないです。又、リーグ化によって大会も
減り、対戦や交流の機会が少なくなってい
ます。18歳以下の選手は、トレセン活動
や全道大会がありますが、それ以上の年
代の選手は日々、チームで練習をしても女
子との試合の機会が少なくモチベーション
の維持も難しいものがあります。女子サッ
カーを支え繋いでいく年代の選手たちへ
のアプローチも重要だと考えています。こ
のようなゲーム環境の中、各地区協会の女
子委員会や女子チームが中心となって、交
流会やフェスティバルが行われています。

　室蘭地区では、サッカーやフットサルの
大 会 を 行 って お り、そ の 中 で も「MFL 
KOSEI CORPORATION Ladies Cup」は 道

内の16チームが参加し、選手も約300名が
参加して行われました。この大会は、距離
が遠かったりしてなかなか対戦できない
チームと試合のできる貴重な機会となって
います。また、「室蘭市女子フットサル選
手権」や「函館地区フットサルフェスティバ
ル」などでは、小学生と一般が同じ会場で
大会が行われ、サッカーを続けていける環
境があることを知らせる機会にもなってい
ます。小学生以下対象に苫小牧地区では
なでしこ広場やキッズスクールが行われ、
小学生対象に、室蘭地区では、今年度か
ら「アイスバーズスクール」も行われていま
す。函館地区では、小学生の保護者に向
けて市 内の中学 生 がどのような 環 境 で
サッカーをしているのかを知らせる説明会
を実施し、情報提供をしています。中学生
以上を対象に登録、未登録に関わらず集
まって試合ができる環境「ＷＥ‒ＧＡＭＥ」
の日を月１回設けています。
　各地区協会の協力と様々な工夫によっ
て、サッカーの登録数が全体的に減少し
ている中、女子が大きく減少せず横ばいの
状況が維持できているのだと思います。

28
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普及コーディネーター
道南ブロック担当

浅利 淸美

各地区協会の工夫と努力

様々な年代の選手へのアプローチを

普及コーディネーター
道東ブロック担当

春名 健司

広大な地域で地区同士が協力しあう

28

道央ブロックの取り組み

道央ブロックは空知・千歳・北空知・小樽
の4地区から構成されています。
道 央ブロックの女子チームは小 樽2チー
ム・空知1チーム・千歳1チームで4チーム
しかないため、他のブロックとの交流が多
いのが現状です。

U-12年代に関しては各地区ともトレセン活
動が積極的に行われて、その他にもガール
ズサッカースクールを活用した取り組み
や、なてしこ広場・各地区で行われている
スクール等で沢山の小学生が活動してい
て、各地区の担当者の方々のご協力もあり
女子選手の活動の場が増えてきています。

■女子トレセンと女子サッカースクールの
共同開催
毎週月曜日(年間)
4年生～6年生のトレセンと1年生～3年生の
サッカースクールを北照高校さんのご協力
をいただき、体育館をお借りして開催して
います。

■倶知安でのサッカースクール
月1～２回(冬季間11月～4月)
豪雪地帯でもあるので、冬季間の選手や保
護者の移動の負担を減らすために、倶知安
小学校の体育館をお借りして、倶知安・ニ
セコ・岩内等の選手を対象に1年生～6年生

札幌ブロックの取り組み

　札幌地区・ブロックでの普及活動として、
様々な活動を行っています。
　札幌地区サッカー協会では、各事業サッ
カーをすでにやっている選手はもちろん、

登録をしていない選手や初心者でも気軽
に始められやすいように、カテゴリーを分
けて、それぞれに合ったレベルを各自で選
ぶことが出来るように工夫をしたり、どこ
で活動しているのか分からない方には、イ
ンスタグラムやXなどを利用して情報提供
を行っています。
　普及コーディネーターとしては、札幌地
区サッカー協会や各種別・各カテゴリーと
の連携をとりながら、女子に関わるスタッ
フや指導者の育成も視野に入れ、中学生
年代までがメインにはなっていますが、選
手達の活動の場を充実したものに出来る
ようにしていきたいと思っています。
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普及コーディネーター
札幌ブロック担当

中村 麻衣

選手の活動の場を充実させたい

普及コーディネーター
道央ブロック担当

梶原 康裕

選手の活動を充実させたい

■ガールズスクール札幌ブロック
5月～ 2月/月１回(土曜日)/16時～ 18時
会場：SSAP屋内競技場
対象：小学生対象

■札幌ガールズサッカーランド（JFAなでし
こひろば）
不定期開催
会場：主にSSAP・札幌大学体育館など
対象：幼稚園～中学生
札幌大学女子サッカー部ヴィスタにご協力
いただき、ヴィスタの選手が指導にあたりま
す。

■JFAレディース/ガールズフフェスティバル
年１回/夏期開催
会場：SSAP天然芝

対象：5歳以上

■SFA U15レディース・U12ガールズ交流会
年１回
会場：札幌市内
対象：小学６年生・女子チームに所属して
いない中学生と札幌地区 所属のU15女子
チーム
保護者の皆様へは、U15女子チームの紹介
や中学生に上がるときの登録などの情報を
ご提供しています。

27

を対象にしたサッカースクールを開催して
います。

■JFAレディースサッカーフェスティバル
年1回開催
今年度はフットサルで行い、札幌・室蘭・千
歳・小樽のチームが集まり交流会を行いま
した。

■小樽地区女子フェスティバル
年1回開催
毎年4月に開催して、室蘭・旭川・札幌・岩
見沢等、遠方から沢山のチームが参加して
くれています。
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道東ブロックの取り組み

　道東ブロックは、十勝・オホーツク・根
室・釧路の４地区協会で構成され、管轄す
る面積としては北海道の約４割を占める広
大な地域です。当ブロック下では、U-15
女子カテゴリーでは４チーム（十勝２、オ
ホーツク・根室合同１、釧路１）、U-18女
子カテゴリーでは３チーム（全て十勝）が、
北海道サッカー協会主催大会に参加して
います。十勝地区では女子サッカーリー
グが開催されており、また各地区には社会
人を対象としたチーム（カテゴリー）もあ
り、サッカー・フットサルが盛んな地域の
一つと言えます。
　４地区全てにおいて、毎年JFAレディー
ス・ガールズサッカーフェスティバルが実
施されていることから、コロナ禍前は開催
期日を意図的にずらして相互に参加し合っ

ていました。現在、U-15・U-18の道リーグ
がスタートしていることから日程が過密で
スケジュール調整が難しい状況ですが、今
後も４地区が連携して多様な試合環境を
整えていく必要性を強く感じています。
　私は普及コーディネーターとして道東を
担当していますが、各地区で行われている
様々な取組を道東４地区で共有する橋渡
しくらいしかできていません。一方で、数
年前に設立された『道東圏サッカー協会』
では役員の皆さんが女子サッカーに非常
に関心が高く、普及コーディネーターの存
在も早い段階で認知していただいておりま
す。多くの可能性を感じており、各地区女
子委員長と協議して具体的な取組や改善
に繋げていきたいところです。当面の課題
は、女子サッカー未経験者が年齢を問わ
ず気軽に参加でき、継続していけるような
取組を行っていくことだと考えています。

　今年度初めて道東圏サッカー協会の女子
事業として「道東レディース・ガールズフッ
トサルフェスティバル2023inオホーツク」を
１１月２３日（木・祝）に北海道立北見体育
センターにて開催しました。数年前のジョ
イントミーティングで話題にあがった『道東
の女子サッカー選手が一堂に会する場を創
出したい。』という思いが、オホーツク地区
協会女子委員長の藤森さんを中心にした多
くの皆さんのご尽力により実現しました。
残念ながら、インフルエンザ等の流行によ

りガールズの部は急遽中止になりましたが、
レディースの部では４地区から複数チーム
を編成して参加し、総計８チームで熱戦を
繰り広げました。次年度以降も、継続予定
です。

道南ブロックの取り組み

　道 南ブロックには、渡島、檜山、胆 振、
日高管内の３６の市町村の中に高校とクラ
ブチーム合わせて7チームしかありません。
そのため色々なチームとの対戦の機会が
少ないです。又、リーグ化によって大会も
減り、対戦や交流の機会が少なくなってい
ます。18歳以下の選手は、トレセン活動
や全道大会がありますが、それ以上の年
代の選手は日々、チームで練習をしても女
子との試合の機会が少なくモチベーション
の維持も難しいものがあります。女子サッ
カーを支え繋いでいく年代の選手たちへ
のアプローチも重要だと考えています。こ
のようなゲーム環境の中、各地区協会の女
子委員会や女子チームが中心となって、交
流会やフェスティバルが行われています。

　室蘭地区では、サッカーやフットサルの
大 会 を 行 って お り、そ の 中 で も「MFL 
KOSEI CORPORATION Ladies Cup」は 道

内の16チームが参加し、選手も約300名が
参加して行われました。この大会は、距離
が遠かったりしてなかなか対戦できない
チームと試合のできる貴重な機会となって
います。また、「室蘭市女子フットサル選
手権」や「函館地区フットサルフェスティバ
ル」などでは、小学生と一般が同じ会場で
大会が行われ、サッカーを続けていける環
境があることを知らせる機会にもなってい
ます。小学生以下対象に苫小牧地区では
なでしこ広場やキッズスクールが行われ、
小学生対象に、室蘭地区では、今年度か
ら「アイスバーズスクール」も行われていま
す。函館地区では、小学生の保護者に向
けて市 内の中学 生 がどのような 環 境 で
サッカーをしているのかを知らせる説明会
を実施し、情報提供をしています。中学生
以上を対象に登録、未登録に関わらず集
まって試合ができる環境「ＷＥ‒ＧＡＭＥ」
の日を月１回設けています。
　各地区協会の協力と様々な工夫によっ
て、サッカーの登録数が全体的に減少し
ている中、女子が大きく減少せず横ばいの
状況が維持できているのだと思います。
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P A S S  T O  T H E  F U T U R E

普及コーディネーター
道南ブロック担当

浅利 淸美

各地区協会の工夫と努力

様々な年代の選手へのアプローチを

普及コーディネーター
道東ブロック担当

春名 健司

広大な地域で地区同士が協力しあう
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道央ブロックの取り組み

道央ブロックは空知・千歳・北空知・小樽
の4地区から構成されています。
道 央ブロックの女子チームは小 樽2チー
ム・空知1チーム・千歳1チームで4チーム
しかないため、他のブロックとの交流が多
いのが現状です。

U-12年代に関しては各地区ともトレセン活
動が積極的に行われて、その他にもガール
ズサッカースクールを活用した取り組み
や、なてしこ広場・各地区で行われている
スクール等で沢山の小学生が活動してい
て、各地区の担当者の方々のご協力もあり
女子選手の活動の場が増えてきています。

■女子トレセンと女子サッカースクールの
共同開催
毎週月曜日(年間)
4年生～6年生のトレセンと1年生～3年生の
サッカースクールを北照高校さんのご協力
をいただき、体育館をお借りして開催して
います。

■倶知安でのサッカースクール
月1～２回(冬季間11月～4月)
豪雪地帯でもあるので、冬季間の選手や保
護者の移動の負担を減らすために、倶知安
小学校の体育館をお借りして、倶知安・ニ
セコ・岩内等の選手を対象に1年生～6年生

札幌ブロックの取り組み

　札幌地区・ブロックでの普及活動として、
様々な活動を行っています。
　札幌地区サッカー協会では、各事業サッ
カーをすでにやっている選手はもちろん、

登録をしていない選手や初心者でも気軽
に始められやすいように、カテゴリーを分
けて、それぞれに合ったレベルを各自で選
ぶことが出来るように工夫をしたり、どこ
で活動しているのか分からない方には、イ
ンスタグラムやXなどを利用して情報提供
を行っています。
　普及コーディネーターとしては、札幌地
区サッカー協会や各種別・各カテゴリーと
の連携をとりながら、女子に関わるスタッ
フや指導者の育成も視野に入れ、中学生
年代までがメインにはなっていますが、選
手達の活動の場を充実したものに出来る
ようにしていきたいと思っています。

P A S S  T O  T H E  F U T U R E

普及コーディネーター
札幌ブロック担当

中村 麻衣

選手の活動の場を充実させたい

普及コーディネーター
道央ブロック担当

梶原 康裕

選手の活動を充実させたい

■ガールズスクール札幌ブロック
5月～ 2月/月１回(土曜日)/16時～ 18時
会場：SSAP屋内競技場
対象：小学生対象

■札幌ガールズサッカーランド（JFAなでし
こひろば）
不定期開催
会場：主にSSAP・札幌大学体育館など
対象：幼稚園～中学生
札幌大学女子サッカー部ヴィスタにご協力
いただき、ヴィスタの選手が指導にあたりま
す。

■JFAレディース/ガールズフフェスティバル
年１回/夏期開催
会場：SSAP天然芝

対象：5歳以上

■SFA U15レディース・U12ガールズ交流会
年１回
会場：札幌市内
対象：小学６年生・女子チームに所属して
いない中学生と札幌地区 所属のU15女子
チーム
保護者の皆様へは、U15女子チームの紹介
や中学生に上がるときの登録などの情報を
ご提供しています。
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を対象にしたサッカースクールを開催して
います。

■JFAレディースサッカーフェスティバル
年1回開催
今年度はフットサルで行い、札幌・室蘭・千
歳・小樽のチームが集まり交流会を行いま
した。

■小樽地区女子フェスティバル
年1回開催
毎年4月に開催して、室蘭・旭川・札幌・岩
見沢等、遠方から沢山のチームが参加して
くれています。
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北海道の歴史をつなぐ

大岩 真由美

（公財）北海道サッカー協会
副会長

　まずは、『北海道のフットボールを支える女性たち』第２弾が完成したことに大きな喜びを
感じています。ここに登場される方、冊子製作にご尽力いただいた皆さまに感謝を伝えたい
と思います。北海道には、サッカーやフットサルの活動を支えてくださる素敵な女性がいる
こと、そして、女性活躍社会に向けてそれぞれの組織の中で貢献されている女性がいること
を誇らしく思いました。
　読み進めるうちに、すべての女性たちに共通するキーワードは「人との出会い」ではない
かと感じました。多くの女性たちが、仲間・家族・恩師という言葉をあげており、ご自身のター
ニングポイントで、誰かの後押しや影響を受けて、サッカーと出会い、続けることを選択し、
さらには恩返しをしたいと思うようになったのではないでしょうか。自分がサッカーを楽しむ
気持ちはもちろん大切にされているとは思いますが、誰かのために何かをしたいという思い
が「支える」ことにつながっていったのではないかと思い、温かい気持ちになりました。
　また、三澤絢子さん、鈴木まなみさん、廣中千映さんとは、彼女たちが室蘭大谷高校女子
サッカー部の選手であった頃、私自身が監督という立場で関わることができた皆さんですが、
この冊子で違う形で再会できたことには、感慨深いものがあります。別々の場所で活躍され
ていますが、学び共感できたことをそれぞれの形で自分に落とし込んでいって、成長を続け
ていることを頼もしく思いました。北海道の女子 � 級をつなげてくれた大村美詞さんが、国
際審判員になりたいと、語ってくださっていることは、審判員の仲間としてとても嬉しいコメ
ントでした。この冊子を通じて新しい一面を、新しい素敵な人たちを知ることができました。
　女性たちの紹介だけではなく、第 � 弾からは事業紹介が加わりましたが、長くチームや地
域に携わっていらっしゃる方の顔ぶれを拝見し、皆さんに感謝するとともに、この冊子に掲
載されていない方にも、審判、指導者、運営スタッフとしてサッカーやフットサルを支えてく
ださっている方の存在を思いました。
　この冊子を通じて、北海道でフットボールを支えてくれている女性の仲間たちがいることを
多くの方に知ってもらいたいと思います。そして、第 � 弾、� 弾と続いていくように、さらに
素敵な仲間を増やして、北海道の歴史をつないでいきたいと思います。

鷲津 裕美

（公財）北海道サッカー協会
副会長

女性活躍　　　「思い」を行動にすることが活躍の一歩

　この度は「PASS TO THE FUTURE」の第 � 弾を手に取り、最後までお読みいただきまして、誠にあり
がとうございます。第１弾の作成においては、全国各地の多くの皆様にご好評をいただき、其のことが
北海道の女子サッカー関係者においては大変励みとなりました。第１弾は、２１名のロールモデルとなる
方々に登場していただきましたが、第２弾はロールモデルとなる方々と、そこから、パスがしっかりつな
がれてきた１７名の方が登場しております。
　この冊子は、身近で活躍する皆さんが、どのように女子サッカーに関わってきたか、そして、現在の
取り組みについてお聞きしていますが、それぞれの活躍は、女性活躍のヒントになっています。サッカー
を通して、出会いがあり、目指す目標ができ、やりがいを見つけ、成長する。その過程には、仲間や家
族の支えがあり、それに対する感謝の気持ちが溢れていました。女子サッカーに関わるそれぞれの人の
ストーリーは、個人の「思い」が、「行動」となり、それが「拡大」し、現在の活躍につながっていると
思います。「行動」へと一歩踏み出す時には、とても勇気がいることですが、そこには必ず「仲間」が存在し、
その人を支えてくれている。そんな、構図がそれぞれの皆さんのストーリーから読み取ることができました。
その、「思い」の中には、感謝の気持ちや、恩返しの気持ちがあること。よい経験を次の世代につない
でいくことが女子サッカーの発展にもつながると感じました。また、身近な人の活躍が、次の人へ繋がっ
ていく環境がスポーツにはあるのではないかと思いました。スポーツの影響力は、いろいろな意味で大
きいものと再認識しました。
　今回は、普及大会、U-�� 年代、キッズ、シニア年代、フットサル、JFA なでしこ普及コーディネーター、
北海道女子ユースダイレクターにもお話を聞いていますが、それぞれが、各年代や各地域の課題に合わ
せてしっかり場の提供をしていること。そして、女子サッカーをサポートする男性も多く存在しています。
普及 CO や女子ユースダイレクターは、この広い北海道を５ブロックごとの地域を繋ぐ役割をしっかり担
うことができていることに感謝します。
　女子サッカーの普及・発展の取り組みは、JFA と共に行ってきたものであり、この北海道では HKFA
女子委員会を中心として、�� 地区サッカー協会の女子委員会をはじめ、特に普及に関わる、キッズ、� 種、
� 種、フットサル、シニアの女子サッカーに関わる方たちがしっかりと場を作り、北海道に女子サッカー
を根付かせるために努力してきたことがよくわかりました。
　女性活躍というと言葉を聞くと、まだまだ、一歩引いてしまう女性も多いと思いますが、私は、この
冊子を読んでいただくことで、今ある「思い」を行動にすることが活躍の一歩なのではないかと思ってい
ただくと、そのハードルが低くなり、一歩踏み出してもらえるものになることを期待しています。
　北海道には女子サッカーに関わるサッカー協会役員、選手、監督、コーチ、審判員、技術委員、普
及に関わる素晴らしい方々に支えられていることを、改めて心に刻みました。
　最後に、この冊子の作成にあたり、原稿を提供していただいた皆様、及び（公財）北海道サッカー協
会女子委員会の皆様に感謝を申し上げあとがきといたします。

PASS TO THE FUTURE PASS TO THE FUTURE
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JFA女子サッカーデー

 　サッカーを通じて女性が輝く社会を目指
し、JFAが掲げる「なでしこビジョン」。そ
の実現に向けて、国連が定める「国際女性
デー」と同じ3月8日が「JFA女子サッカー
デー」と定められました。女性活躍に向け
て、JFAとWEリーグが共同で女性のエンパ
ワーメント原則に署名・参加し、女性リー
ダーシップ研修の実施や女性登用の推進
と見える化などが進められる中、全国の地
域協会でもその展開を期待され、2020年
度から北海道でも取り組みを開始しました。
　女性活躍やジェンダー平等という社会課

題に、サッカー界が先んじて歩みを進めよ
うとするJFA女子サッカーデー事業を推進
するにあたり、北海道協会は、女子サッカー
の価値を多くの方に知っていただくことを
大きな方針としました。選手にサッカーを
続けたいと思ってもらえるように、指導者
や審判員、運営スタッフなど、サッカーに
関わる様々な方法を知っていただけるよう
に、そして、北海道の女性がサッカーを当
たり前のように楽しめる社会になるための
下地をつくることを目指して事業に取り組
んでいます。

　事業開始初年度はコロナ禍にあり、イベ
ント実施が困難であったことから、『北海
道のフットボールを支える女性たち』の第
一弾を作成。ＪＦＡ監修『サッカー × キャ
リア × 未来』に想を得たものです。選手
の身近な存在である指導者や審判員、運
営スタッフなど、サッカーに関わり続ける
ヒントを得られるように、あわせて、女性
たちを通して、北海道の現状を分かりやす
く伝えることを目指しました。

　2021 年度は、ＷＥリーグに焦点をあてた
オンラインイベント『ＷＥリーグ元年、女
子サッカーの未来 私たちの将来を考える』
を開催。ＪＦＡの今井氏とＷＥリーグの小林
氏を迎え、ＷＥリーグが目指す女性活躍の
姿をご講演いただくとともに、北海道出身
のＷＥリーグ選手からのメッセージ動画を

流したり、小樽出身で現アルビレックス新
潟レディースの山谷選手とオンラインでつ
なぎました。翌年はハイブリッド講演会と
して『リスペクトと歩む女子サッカー～女
性活躍の未来、北海道女子サッカーの未
来～』を開催。WE リーグ初代チェアの岡
島氏と JFA 今井氏から女性がスポーツをす
ることの意義を語っていただきました。い
ずれのイベントも選手たちの心に響き、日
本や世界で活躍される方々の生の声に大き
な刺激を受けた様子を理解することができ
ました。今後も、北海道の女性の視野を広
げる取り組みにも力を入れたいと考えます。

本冊子は、JFA 女子サッカー事業の
一環として製作しております。

北海道のフットボールを支える女性たち

女性が輝く社会に向けて北海道協会にできること

イベント開催
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北海道の歴史をつなぐ

大岩 真由美

（公財）北海道サッカー協会
副会長

　まずは、『北海道のフットボールを支える女性たち』第２弾が完成したことに大きな喜びを
感じています。ここに登場される方、冊子製作にご尽力いただいた皆さまに感謝を伝えたい
と思います。北海道には、サッカーやフットサルの活動を支えてくださる素敵な女性がいる
こと、そして、女性活躍社会に向けてそれぞれの組織の中で貢献されている女性がいること
を誇らしく思いました。
　読み進めるうちに、すべての女性たちに共通するキーワードは「人との出会い」ではない
かと感じました。多くの女性たちが、仲間・家族・恩師という言葉をあげており、ご自身のター
ニングポイントで、誰かの後押しや影響を受けて、サッカーと出会い、続けることを選択し、
さらには恩返しをしたいと思うようになったのではないでしょうか。自分がサッカーを楽しむ
気持ちはもちろん大切にされているとは思いますが、誰かのために何かをしたいという思い
が「支える」ことにつながっていったのではないかと思い、温かい気持ちになりました。
　また、三澤絢子さん、鈴木まなみさん、廣中千映さんとは、彼女たちが室蘭大谷高校女子
サッカー部の選手であった頃、私自身が監督という立場で関わることができた皆さんですが、
この冊子で違う形で再会できたことには、感慨深いものがあります。別々の場所で活躍され
ていますが、学び共感できたことをそれぞれの形で自分に落とし込んでいって、成長を続け
ていることを頼もしく思いました。北海道の女子 � 級をつなげてくれた大村美詞さんが、国
際審判員になりたいと、語ってくださっていることは、審判員の仲間としてとても嬉しいコメ
ントでした。この冊子を通じて新しい一面を、新しい素敵な人たちを知ることができました。
　女性たちの紹介だけではなく、第 � 弾からは事業紹介が加わりましたが、長くチームや地
域に携わっていらっしゃる方の顔ぶれを拝見し、皆さんに感謝するとともに、この冊子に掲
載されていない方にも、審判、指導者、運営スタッフとしてサッカーやフットサルを支えてく
ださっている方の存在を思いました。
　この冊子を通じて、北海道でフットボールを支えてくれている女性の仲間たちがいることを
多くの方に知ってもらいたいと思います。そして、第 � 弾、� 弾と続いていくように、さらに
素敵な仲間を増やして、北海道の歴史をつないでいきたいと思います。

鷲津 裕美

（公財）北海道サッカー協会
副会長

女性活躍　　　「思い」を行動にすることが活躍の一歩

　この度は「PASS TO THE FUTURE」の第 � 弾を手に取り、最後までお読みいただきまして、誠にあり
がとうございます。第１弾の作成においては、全国各地の多くの皆様にご好評をいただき、其のことが
北海道の女子サッカー関係者においては大変励みとなりました。第１弾は、２１名のロールモデルとなる
方々に登場していただきましたが、第２弾はロールモデルとなる方々と、そこから、パスがしっかりつな
がれてきた１７名の方が登場しております。
　この冊子は、身近で活躍する皆さんが、どのように女子サッカーに関わってきたか、そして、現在の
取り組みについてお聞きしていますが、それぞれの活躍は、女性活躍のヒントになっています。サッカー
を通して、出会いがあり、目指す目標ができ、やりがいを見つけ、成長する。その過程には、仲間や家
族の支えがあり、それに対する感謝の気持ちが溢れていました。女子サッカーに関わるそれぞれの人の
ストーリーは、個人の「思い」が、「行動」となり、それが「拡大」し、現在の活躍につながっていると
思います。「行動」へと一歩踏み出す時には、とても勇気がいることですが、そこには必ず「仲間」が存在し、
その人を支えてくれている。そんな、構図がそれぞれの皆さんのストーリーから読み取ることができました。
その、「思い」の中には、感謝の気持ちや、恩返しの気持ちがあること。よい経験を次の世代につない
でいくことが女子サッカーの発展にもつながると感じました。また、身近な人の活躍が、次の人へ繋がっ
ていく環境がスポーツにはあるのではないかと思いました。スポーツの影響力は、いろいろな意味で大
きいものと再認識しました。
　今回は、普及大会、U-�� 年代、キッズ、シニア年代、フットサル、JFA なでしこ普及コーディネーター、
北海道女子ユースダイレクターにもお話を聞いていますが、それぞれが、各年代や各地域の課題に合わ
せてしっかり場の提供をしていること。そして、女子サッカーをサポートする男性も多く存在しています。
普及 CO や女子ユースダイレクターは、この広い北海道を５ブロックごとの地域を繋ぐ役割をしっかり担
うことができていることに感謝します。
　女子サッカーの普及・発展の取り組みは、JFA と共に行ってきたものであり、この北海道では HKFA
女子委員会を中心として、�� 地区サッカー協会の女子委員会をはじめ、特に普及に関わる、キッズ、� 種、
� 種、フットサル、シニアの女子サッカーに関わる方たちがしっかりと場を作り、北海道に女子サッカー
を根付かせるために努力してきたことがよくわかりました。
　女性活躍というと言葉を聞くと、まだまだ、一歩引いてしまう女性も多いと思いますが、私は、この
冊子を読んでいただくことで、今ある「思い」を行動にすることが活躍の一歩なのではないかと思ってい
ただくと、そのハードルが低くなり、一歩踏み出してもらえるものになることを期待しています。
　北海道には女子サッカーに関わるサッカー協会役員、選手、監督、コーチ、審判員、技術委員、普
及に関わる素晴らしい方々に支えられていることを、改めて心に刻みました。
　最後に、この冊子の作成にあたり、原稿を提供していただいた皆様、及び（公財）北海道サッカー協
会女子委員会の皆様に感謝を申し上げあとがきといたします。

PASS TO THE FUTURE PASS TO THE FUTURE
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JFA女子サッカーデー

 　サッカーを通じて女性が輝く社会を目指
し、JFAが掲げる「なでしこビジョン」。そ
の実現に向けて、国連が定める「国際女性
デー」と同じ3月8日が「JFA女子サッカー
デー」と定められました。女性活躍に向け
て、JFAとWEリーグが共同で女性のエンパ
ワーメント原則に署名・参加し、女性リー
ダーシップ研修の実施や女性登用の推進
と見える化などが進められる中、全国の地
域協会でもその展開を期待され、2020年
度から北海道でも取り組みを開始しました。
　女性活躍やジェンダー平等という社会課

題に、サッカー界が先んじて歩みを進めよ
うとするJFA女子サッカーデー事業を推進
するにあたり、北海道協会は、女子サッカー
の価値を多くの方に知っていただくことを
大きな方針としました。選手にサッカーを
続けたいと思ってもらえるように、指導者
や審判員、運営スタッフなど、サッカーに
関わる様々な方法を知っていただけるよう
に、そして、北海道の女性がサッカーを当
たり前のように楽しめる社会になるための
下地をつくることを目指して事業に取り組
んでいます。

　事業開始初年度はコロナ禍にあり、イベ
ント実施が困難であったことから、『北海
道のフットボールを支える女性たち』の第
一弾を作成。ＪＦＡ監修『サッカー × キャ
リア × 未来』に想を得たものです。選手
の身近な存在である指導者や審判員、運
営スタッフなど、サッカーに関わり続ける
ヒントを得られるように、あわせて、女性
たちを通して、北海道の現状を分かりやす
く伝えることを目指しました。

　2021 年度は、ＷＥリーグに焦点をあてた
オンラインイベント『ＷＥリーグ元年、女
子サッカーの未来 私たちの将来を考える』
を開催。ＪＦＡの今井氏とＷＥリーグの小林
氏を迎え、ＷＥリーグが目指す女性活躍の
姿をご講演いただくとともに、北海道出身
のＷＥリーグ選手からのメッセージ動画を

流したり、小樽出身で現アルビレックス新
潟レディースの山谷選手とオンラインでつ
なぎました。翌年はハイブリッド講演会と
して『リスペクトと歩む女子サッカー～女
性活躍の未来、北海道女子サッカーの未
来～』を開催。WE リーグ初代チェアの岡
島氏と JFA 今井氏から女性がスポーツをす
ることの意義を語っていただきました。い
ずれのイベントも選手たちの心に響き、日
本や世界で活躍される方々の生の声に大き
な刺激を受けた様子を理解することができ
ました。今後も、北海道の女性の視野を広
げる取り組みにも力を入れたいと考えます。

本冊子は、JFA 女子サッカー事業の
一環として製作しております。

北海道のフットボールを支える女性たち

女性が輝く社会に向けて北海道協会にできること

イベント開催
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　北海道のサッカー・フットサルの道を切り拓き、支えてきた女性の経験を若い
選手たちにつないでいければと思い、コロナ禍の2021年３月、本冊子の第一弾
を発行しました。身近な女性指導者、審判員、運営スタッフをより深く知る機会
となり、女子サッカーを取り巻く環境、地域や種別の状況などを理解する手立て
となったとの声を頂戴し、こんな女性もがんばっているよ、もっとこんなことを掲
載したらよいのではとアイデアも寄せていただきました。手にとって読み込むこ
とのできる冊子という形に「残していく」ことの意味と責任を認識しました。
　第二弾となった本冊子では、頂いたアイデアを受けて、女性の皆さまを紹介す
るとともに、女子サッカーの事業や大会を紹介させていただきました。道内のサッ
カー・フットサル環境とあわせて、多くの人々の思いを感じていただければと思
います。
　本冊子の製作にあたり、メールや対面、Web会議システム等を通じてご取材を
させていただき原稿を作成しましたが、できあがった誌面を見て、よく書いても
らってしまった、自分はたいしたことはやっていないのに、との声をいただくこと
もありました。ご紹介させていただいた皆さまが積み重ねてきた一つひとつの選
択や行動が、着実に道内のサッカー・フットサルの歩みを進めているものと思い、
感謝を込めて編集したことをここに記します。

編集後記

表紙裏等に使用させていただいているチーム画像は、冊子『北海道の女子チーム一覧』����年度版製作とあわせてチームよりご提供いただきました。北海道協会Webサイトへ掲載しておりますので、是非ご覧ください。

PASS TO THE FUTURE

橋本 美湖

(公財)北海道サッカー協会
女子委員会 副委員長

　文章や画像を提供いただいた皆さま、ご取材に応じてくださった皆さま、お忙
しい中ご協力をいただきありがとうございました。また、第一弾に続き製作にご
尽力いただきました札幌大同印刷㈱の皆さま、事業全体の事務手続きを担って
くださった北海道協会事務局の皆さまにこの場をお借りして御礼申し上げます。

　選手の成長を願う思いの強さと、フェアでしなやかなリーダーシップをお持ち
の中川女子委員長に心からの信頼と感謝を込めて



皆さんの未来につながりますように
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